
■決算状況

交付金配分枠 12,677,000 円

交付金決算額 10,344,395 円

その他収入    1,080,118 円

81.6%

各分野の決算

①協議会運営 4,397,000 円

②地域振興 1,188,200 円

③地域福祉 861,501 円

④安心・安全 1,145,652 円

⑤環境づくり(土木工事） 3,010,000 円

⑤環境づくり(その他） 453,543 円

⑥地域個性創出 368,617 円

決算総額 11,424,513 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

　交付金決算額／配分額    

嘉川自治連合会　地域づくり交付金事業概要（平成２７年度）

　今年度は、第２次５カ年計画の初年度でした。第１次計画からの継続事業は、だんだんと定着し、地域住民
の憩いや交流の場となってきています。また、第１次計画で作成したふるさと嘉川の遺跡・史跡の冊子を利用
したイベントも開催されたりと、第１次計画の成果が徐々に広がってきています。

　調和の取れた地域の発展と住みよい嘉川の創出、並びに文化教養の向上による地域づくりの推進

事務局人件費
事務費

にこにこ・ワイワイ広場等の整備、あいさつ運動の推進、花いっぱい運動の推
進、遺跡・史跡の継承と郷土学習、総踊り支援、地域づくり協議会広報

健康や生涯スポーツへの支援、地域住民の交流や憩いの場づくりの推進・支援、
子育て支援、福祉に関するボランティア活動の推進・研修会への支援、子どもと
高齢者の世代間交流

地域防災力の充実強化、児童生徒登下校時の安全確保、高齢者等交通事故防止の
向上

土木工事、道路・河川・海岸の清掃活動、地域環境美化活動の推進

地域産品・交流創出事業、古記録・古行事・古写真の収集、ふるさとかがわ学習
コーナーの設置
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■地域の情報

地域人口 6,494人 自治会数 39

世帯数 2,472世帯 自治会加入率 88.43％

※数値は、平成28年4月1日のもの



■重点的に取り組んだ事業

事業名 地域防災活動 決算額

目的

成果

評価

今後に向けて

事業名 高齢者が安心して生活できる地域づくり 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

①

安心・安全な地域づくりを推進します

住民を対象にした組織的な防災避難訓練、中学生の防災学習を実施することがで
きました。防災活動指導・支援会の設置により、嘉川防災会とあいまった防災活動
の推進体制が整いました。

②

地域の高齢者が安心して生活することできる地域づくりを推進します。

　1　各単位老人クラブの計画にあわせ実施　　　通年
　　　嘉老連主催のカローリングの集い　　　　　　平成27年11月23日
　2　見守り活動研修会　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年7月11日
　3　高齢者の交通対策研究　　　　　　　　　　　　 平成28年2月

　1　単位老人クラブ　　　　　　約300人
　　　嘉老連カローリング　　　　 　37人
　2　見守り活動研修会　　　　 　　60人
　3　高齢者の交通対策研修会 　10人

220,000円

　1　単位老人クラブ（7クラブ）のスポーツの集いに支援をしました。
　　　嘉老連主催の地域の高齢者に呼びかけたスポーツの集いへ支援をしました。
　2　見守り活動研修会を実施しました。
　3　高齢者の通院、買い物などの交通対策のための研究を行ないました。

　1　高齢者の軽スポーツによる交流を促進します。また、老人クラブへの加入を促
　　　す事業として継続して実施します。
　2　今後も年1回の研修会を開催したいと考えています。
　3　高齢者の交通問題について、よりよい方法を嘉川地区独自で考える必要があ
　　　ります。

　1　嘉川防災会による避難訓練実施のため、訓練用組織を編成しました。
　2　南海トラフ地震（M9.0）を想定した嘉川地区全体の避難訓練を実施しました。
　　・平成28年2月11日　9：00～12：00　約100人（本部訓練）
　3　中学生（川西中学校）を対象に防災学習を開催しました。（佐山地区と合同）
　　・平成27年12月17日　14：00～15：30　175人（中学生1.2年生）
　　・指導者：ＮＰＯぼうぼうネット、嘉川防災活動指導者、佐山地区自主防災会
　4　防災活動指導・支援会を立ち上げました。（平成27年4月1日　約30人）
　　・嘉川地区の防災活動を専門的な立場から指導、支援することや自治連合会、
　　　自治会の自主防災組織の立ち上げなどの企画立案や実施の指導、支援を目
　　　的としています。
　5　防災活動指導・支援会の会員を対象に研修セミナーを開催しました。（約30
　　　人）
　　・平成27年10月19日　19：00～21：00　地域防災をすすめる研修会
　　・平成27年11月11日　14：00～17：00　防災避難マップづくり（福岡自治会内）
　　・指導者：ＮＰＯぼうぼうネット

実施内容
実施時期
参加人数

避難訓練等防災活動を継続的に実施し、住民の防災への関心、意識の保持や知識
の向上を図っていきたい。また、自治会の自主防災組織設置を促進したいと考えま
す。

　1　軽スポーツを楽しむことを通して、会員同士、高齢者同士のつながりや親睦を
　　深める事ができました。
　2　高齢化が一段と進むなか、見守りの必要性を多くの方が感じられる内容でし
　　　た。
　3　高齢者の交通問題についてみんなが考えるようになりました。

防災訓練や防災学習への住民の積極的な参加、また防災活動事業等への熱心な
取組み、協力が見られ、防災意識が向上しつつあります。

503,052円

　1　高齢者が本気でスポーツに打ち込む姿は大切と実感できる数少ない場のひと
　　　つです。
　2　研修により見守り活動への理解が深まりました。
　3　高齢者の交通問題についてみんなが考えるようになりました。



事業名 にこにこ・ワイワイ広場等の整備 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

③

地域住民が相集い、活発に交流することで地域づくりの活性化を推進します。

　1　禅定寺山登山コースの利用者も増加しており、平成28年2月28日には、「禅定
　　　寺山チャレンジ」として山登りが実施され、100人以上の参加者がありました。
　2　「禅定寺山チャレンジ」とあわせて、里山交流広場の散策を実施、また交流の
　　　場と しても活用されました。
　3　緑化公園が整備されました。

　1　禅定寺山登山コースは、地区内の登山コースのひとつとして、定着してきまし
　　　た。
　2　里山交流広場では、平成27年4月11日に現地事業報告会が開催され、40人
　　　以上の参加がありました。
　3　緑化公園整備では、地区の環境美化と住民の一体感が醸成されました。

地区住民の交流や地区の活性化などに資するため、今後も登山コースをより多くの
方に利用してもらえるようにしていきたいと考えています。また、里山交流広場の整
備を進めるとともに利活用を図ります。花木の植栽についても地域の美化、交流の
ために推進していきます。

地域住民が集える場所づくりとして、登山コースや交流広場の整備を実施しました。
　1　禅定寺山（392.2m)の登山コースの補修、倒木処理や山頂付近の草刈などを昨
年度に引き続き実施しました。
　2　里山や休耕田を「里山交流広場」として利用するために、昨年度に引き続き整
備を実施しました。
　3　緑化公園や憩いの広場づくりにとして、桜の苗木16本を植樹しました。

　1　禅定寺山登山コース維持管理　　平成28年2月19日
　2　里山交流広場整備　　　　　　　　　通年随時実施
　3　緑化公園、憩いの広場づくり　　　平成27年11月28日

　地域住民　　延べ 27人

280,838円


